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１．兵庫県における
シカによる森林下層植生被害の
モニタリング

Keyword: 下層植生，生物多様性，土壌侵食

・下層植生の衰退度（被害指標）
・樹皮剥ぎ被害
・植物多様性
・土壌侵食の強度 …etc

□調査項目

多地点調査による被害の広域モニタリング

県本州部で約320の広葉樹林に
定点観測ポイント

□調査間隔
4年おき
第１回 2006年
第２回 2010年
第３回 2014年
第４回 2018年(最新)
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２．捕獲目標の設定と捕獲強化の取組み
その効果検証

Keyword: 目撃効率，個体数推定，将来予測

森林生態系保全を目的としたシカ対策の基本的枠組み

シカの個体数管理

◆広域的保全対策（根本対策）

◆拠点保全対策（補完対策）

種の一時的避難所としての植生保護柵の設置

・ シカ密度が低減するまで、植物資源を守り抜く方舟
・ シカ密度低減後における地域植物相再生の拠点

・ 被害とシカ密度の関係を明らかにし、
目標とする生息密度を定める。

・ 目標密度を目指した計画的な捕獲の実行。

（しかし、適正密度まで落とすのには時間がかかる！）
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捕獲目標を大幅に達成している地域では、
農業被害が減少している。

【分析】捕獲目標達成率と農業被害変化率
藤木・高木(2019)

農業被害が深刻または大きい集落割合の経年変化

(%) (%)

Ａ市 Ｂ町
目標捕獲達成率164％ 目標捕獲達成率23％

藤木(未発表)
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